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第122号

　

定
時
総
会
を
開
催

Ｈ
30
・
31
の
新
役
員
を
選
任

　

5
月
22
日
に
定
時
総
会
を
開
催
し
、
平
成

29
年
度
の
事
業
、
決
算
に
つ
い
て
審
議
し
た

結
果
、
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

　

長
谷
川
会
長
か
ら
は
、「
厳
し
い
経
営
環

境
や
高
齢
化
に
伴
う
担
い
手
不
足
な
ど
多
く

の
課
題
が
山
積
す
る
中
、
地
域
の
維
持
管
理

体
制
を
持
続
し
て
い
く
た
め
に
は
、
安
定
し

た
経
営
基
盤
が
必
要
で
あ
り
、
具
体
的
な
改

善
措
置
を
県
や
市
に
粘
り
強
く
働
き
か
け
て

い
く
。」
と
の
挨
拶
が
な
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
任
期
満
了
に
よ
る
理
事
・
監
事
の

選
任
が
行
わ
れ
、
そ
の
結
果
、
大
石
富
男
理

事
が
退
任
し
、
後
任
理
事
に
吉
田
正
一
現
監

事
が
就
任
、
新
監
事
に
は
、
堀
田
正
人
氏
が

就
任
し
た
。
会
長
・
副
会
長
は
、
理
事
の
互

選
の
結
果
、
長
谷
川
会
長
、
西
村
副
会
長
、

今
場
副
会
長
が
再
任
さ
れ
た
。

　

行
政
機
関（
国
・
県
・
市
）と
の

意
見
交
換
会
開
催

公
共
事
業
費
の
安
定
的
・
継
続
的
確
保
を
要
望

　

4
月
か
ら
8
月
に
か
け
て
、
国
交
省
浜
松

河
川
国
道
事
務
所
、
静
岡
県
西
部
農
林
事
務

所
天
竜
農
林
局
、
浜
松
市
森
林
事
務
所
、
静

岡
県
浜
松
土
木
事
務
所
、
浜
松
市
土
木
部
の

幹
部
職
員
と
協
会
役
員
と
の
意
見
交
換
会
を

開
催
し
た
。

　

協
会
か
ら
は
、
公
共
事
業
予
算
の
安
定
的

か
つ
継
続
的
な
確
保
や
地
域
建
設
企
業
の
受

注
機
会
の
確
保
、
担
い
手
の
確
保
育
成
に
つ

い
て
要
望
す
る
と
と
も
に
、
大
規
模
地
震
発

生
時
の
行
政
機
関
と
協
会
と
の
通
信
手
段
の

確
保
を
要
望
し
た
。
ま
た
、
当
協
会
が
平
成

29
年
度
に
導
入
し
た
防
災
用
小
型
Ｉ
Ｐ
通
信

機
を
デ
モ
紹
介
し
た
。

　

安
全
祈
願
祭
・
安
全
大
会
を
開
催

今
年
度
の
無
事
故
・
無
災
害
を
誓
う

　

7
月
4
日
、
協
会
と
建
災
防
天
竜
分
会

は
、
来
賓
・
会
員
51
名
の
出
席
の
も
と
、
秋

葉
神
社
上
社
に
お
い
て
平
成
30
年
度
安
全
祈

願
祭
・
安
全
大
会
を
開
催
し
た
。

　

長
谷
川
分
会
長
が
、リ
ス
ク
管
理
の
徹
底
、

無
事
故
・
無
災
害
を
呼
び
掛
け
た
後
、
表
彰

式
を
行
い
、
優
良
事
業
所
と
し
て
、
エ
フ
・

正
光
建
設
㈱
、
㈱
森
下
組
、
片
桐
建
設
㈱
の

三
社
を
表
彰
し
た
。

　

ま
た
、
安
全
標
語
の
優
秀
者
と
し
て
次
の

三
氏
を
表
彰
し
た
。

◆
見
て
見
ぬ
ふ
り
が
事
故
の
元　

気
づ
い
た

　

あ
な
た
が
責
任
者　
　
（
龍
川
建
設 

棚
橋
巧
）

◆
災
害
は　

慣
れ
と
過
信
と
油
断
か
ら　

基

　

本
に
戻
っ
て
無
災
害
　　
（
片
桐
建
設 

奥
田
貢
）

◆「
ま
あ
い
い
か
」
そ
う
は
思
わ
ず
「
や
ら

　

ま
い
か
」 

み
ん
な
で
成
そ
う
ゼ
ロ
災
現
場

（
西
村
組 

西
村
匡
弘
）

　

災
害
危
険
個
所
調
査
の
実
施

県
・
市
土
木
事
務
所
に
報
告

　

企
画
青
年
委
員
会
は
、
6
月
7
日
か
ら
27

日
に
か
け
て
災
害
時
に
備
え
た
天
竜
区
内
の

危
険
個
所
調
査
を
五
地
区
（
天
竜
、
龍
山
、

春
野
、
佐
久
間
、
水
窪
）
に
て
実
施
し
た
。

　

こ
の
調
査
は
、
平
成
28
年
に
県
浜
松
土
木

天
竜
支
局
か
ら
の
調
査
協
力
依
頼
を
受
け
て

始
め
た
も
の
で
、
そ
の
後
は
継
続
的
に
実
施

し
て
い
る
。

　

今
年
度
天
竜
地
区
で
は
、
①
Ｈ
28
河
川
と

Ｈ
29
天
竜
東
栄
線
危
険
度
A
の
再
調
査
28
箇

所
、
②
Ｈ
30
年
度
新
規
と
し
て
両
島
二
俣
、

横
山
熊
線
を
調
査
し
、
29
箇
所
の
危
険
箇
所

を
洗
い
出
し
、
五
地
区
全
体
と
し
て
は
94
箇

所
の
調
査
報
告
を
ま
と
め
た
。

　

調
査
結
果
は
、
河
川
・
道
路
ご
と
に
整
理

し
、
8
月
に
県
・
市
土
木
に
報
告
す
る
と
と

も
に
、
被
災
時
の
迅
速
な
応
急
復
旧
へ
の
活

用
を
要
望
し
た
。

平
成
30
・
31　

協
会
役
員
等

会　

長　
　

長
谷
川
智
彦

副
会
長　
　

西
村
正
則
・
今
場
嘉
寿

理　

事　
　

村
松
敏
彦
・
清
水　

充

　
　
　
　
　

吉
田
正
一

監　

事　
　

飯
島
雄
一
・
堀
田
正
人（
新
）

総
務
・
企
画
委
員
長　
　

今
場
嘉
寿

企
画
青
年
委
員
長　
　

柏
崎
圭
亮

広
報
委
員
長　
　

清
水　

充

労
務
委
員
長　
　

飯
島
雄
一（
新
）

土
木
委
員
長　
　

大
石
富
男

建
築
委
員
長　
　

吉
田
正
一

環
境
・
災
害
対
策
委
員
長　
　

村
松
敏
彦

上
期協

会
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト長谷川　智彦 会長

秋葉神社上社拝殿での安全祈願

徒歩による災害危険個所調査風景
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第122号

土
砂
災
害
の
出
前
講
座
紹
介

静
岡
県
浜
松
土
木
事
務
所　

企
画
検
査
課　

大
石
拓
海

天
竜
支
局　
　

中
西
隆
将

〜 

土
砂
災
害
か
ら
命
を
守
る 

〜

▼
は
じ
め
に

　

県
浜
松
土
木
事
務
所
で
は
、
平
成
三
十
年

六
月
二
十
二
日
に
気
田
小
学
校
の
三
年
生
〜

六
年
生
四
十
九
名
、
七
月
十
二
日
に
犬
居

小
学
校
の
全
校
生
徒
三
十
一
名
を
対
象
に
土

砂
災
害
に
関
す
る
出
前
講
座
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

土
砂
災
害
の
種
類
や
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
ビ
デ

オ
・
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
学
び
、
命
を
守
る

た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
、
日
頃
の
備

え
や
心
構
え
、
避
難
方
法
等
を
勉
強
し
ま
し

た
。

▼
関
心
高
く
、
熱
心
に
受
講

　

天
竜
区
春
野
町
は
崖
や
沢
が
多
く
あ
る
山

間
地
で
あ
り
、
多
く
の
生
徒
が
土
砂
災
害
に

つ
い
て
の
関
心
が
高
く
、
熱
心
に
講
座
を
聞

い
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
を
使
用
し
た
、

急
傾
斜
地
の
対
策
前
、
対
策
後
を
作
成
す
る

講
座
で
は
、
楽
し
そ
う
に
協
力
し
な
が
ら
作

成
を
し
て
い
ま
し
た
。

▼
門
島
地
す
べ
り
現
場
視
察

　

気
田
小
学
校
の
講
座
で
は
、
平
成
二
十
五

年
に
被
災
し
た
「
門
島
地
す
べ
り
」
の
現
場

を
視
察
し
ま
し
た
。

　

災
害
の
規
模
の
大
き
さ
に
驚
き
な
が
ら
、

埋
塞
し
た
杉
川
の
仮
排
水
路
を
一
晩
で
施
工

し
た
こ
と
や
、
斜
面
上
に
ぶ
ら
下
が
っ
て
の

対
策
工
事
に
興
味
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
元
住
民
の
通
報
に
よ
り
「
被
災

者
0
人
」
と
い
う
結
果
を
説
明
し
、
初
期
対

応
の
大
切
さ
を
学
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。

　

視
察
の
最
後
に
、
地
元
会
社
で
対
策
工
事

に
も
携
わ
っ
た
㈱
正
久
工
業
様
に
ご
協
力
い

た
だ
き
、
ド
ロ
ー
ン
の
デ
モ
フ
ラ
イ
ト
、
写

真
撮
影
を
行
い
ま
し
た
。

▼
講
座
後
の
感
想

　
「
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
を
作
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
急
傾
斜
地
の
現
象
や
、
対
策
方
法

が
わ
か
り
や
す
か
っ
た
」
や
、「
自
分
の
住

ん
で
い
る
場
所
を
調
べ
、
避
難
経
路
な
ど
家

族
と
話
し
合
い
た
い
」
と
意
見
が
あ
が
り
、

土
砂
災
害
の
知
識
、
命
を
守
る
た
め
に
な
に

を
す
べ
き
か
を
、
伝
え
ら
れ
た
と
感
じ
ま
し

た
。

　

浜
松
土
木
事
務
所
で
は
、
こ
の
よ
う
な
出

前
講
座
を
今
後
も
開
催
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
要
望
が
あ
れ
ば
是

非
ご
一
報
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

7月12日　犬居小学校

6月22日　気田小学校

6月22日　門島地すべり現場視察

作成したペーパークラフト

ペーパークラフト
展開図

3 T E N R Y U ― 2 0 1 8 . 9 . 1 5



第122号

▼
は
じ
め
に

　

猛
暑
真
っ
只
中
の
7
月
某
日
。
熱
風

で
ヘ
ロ
ヘ
ロ
の
体
力
を
ふ
り
し
ぼ
り
、

広
報
委
員
有
志
3
名
で
天
浜
線
始
発

（
終
着
？
）
掛
川
駅
付
近
の
見
所
を
探

り
に
行
き
ま
し
た
。

▼
掛
川
花
鳥
園

　

ま
ず
は
掛
川
花
鳥
園
。
皆
、
テ
レ
ビ

で
名
前
は
知
っ
て
い
る
け
ど
行
っ
た
こ

と
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
少
し
わ
く

わ
く
。
天
浜
線
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
小

さ
な
地
図
を
頼
り
に
行
っ
て
み
る
と
、

意
外
に
大
き
な
駐
車
場
。

　

夏
休
み
前
の
平
日
で
、
時
間
も
早

か
っ
た
為
か
、
満
車
に
は
程
遠
か
っ
た

け
ど
、
こ
れ
く
ら
い
広
け
れ
ば
夏
休
み

で
も
大
丈
夫
か
な
？

　

大
人
入
場
料
千
四
百
円
を
払
い
中
へ

入
る
。
入
口
の
花
売
店
を
抜
け
、
ペ
ン

ギ
ン
プ
ー
ル
を
横
に
見
て
扉
を
開
け
る

と
、
エ
ア
コ
ン
の
効
い
た
広
い
が
ら
ん

と
し
た
部
屋
が
。
？
何
も
い
な
い
の
？

と
思
っ
た
せ
つ
な
、
左
下
に
何
か
気
配

を
感
じ
る
。
見
る
と
か
わ
い
い
鳥
の
ぬ

い
ぐ
る
み
が
と
思
っ
た
ら
、
ピ
ク
リ
と

動
く
。

　

え
っ
、
え
？
生
き
て
い
る
！
丸
太
の

上
に
か
わ
い
い
鳥
が
、
ふ
く
ろ
う
達
が

ち
ょ
こ
ん
と
立
っ
て
（
座
っ
て
？
）
い

る
。
ち
ょ
こ
っ
と
首
を
振
っ
た
り
、
目

を
開
い
た
り
。
一
番
奥
に
は
、
変
身
で

有
名
な
ポ
ポ
ち
ゃ
ん
が
…
く
た
び
れ
て

寝
て
い
た
。

　

隣
の
部
屋
に
入
る
と
ピ
ー
チ
ク
パ
ー

チ
ク
に
ぎ
や
か
な
イ
ン
コ
が
メ
イ
ン
の

部
屋
。
オ
オ
オ
ニ
バ
ス
の
廻
り
を
群
れ

を
成
し
て
飛
び
廻
っ
て
い
る
。
人
を
人

と
思
わ
ぬ
所
業
。
ぶ
つ
か
り
そ
う
だ
。

　

逃
げ
る
よ
う
に
奥
の
静
か
そ
う
な
部

屋
に
入
る
と
、
飼
育
員
さ
ん
と
足
の
長

い
鳥
た
ち
。
大
き
な
フ
ラ
ミ
ン
ゴ
と
た

く
さ
ん
の
小
さ
な
シ
ギ
（
？
）
た
ち
。

一
カ
ッ
プ
百
円
の
餌
を
あ
げ
て
み
よ
う

か
な
と
見
て
い
る
と
、
突
然
、
肩
に
大

き
な
く
ち
ば
し
が
飛
び
乗
っ
て
き
た
。

し
ょ
う
が
な
い
か
ら
こ
い
つ
の
餌
に
し

て
や
る
か
と
思
い
、
餌
を
や
っ
て
い
た

ら
、
も
う
一
羽
。『
お
い
お
い
お
前
も

か
い
。
ウ
ン
チ
す
る
な
よ
。』

天
浜
線
の
旅

掛
川
花
鳥
園
〜
掛
川
城　
第
二
回　

掛
川
駅
周
辺

広
報
委
員　

㈱
道
林
建
設　

道
林　

尚
人

天浜線で掛川へ出発

きれいな花と中国系観光客

マツコデラックス？ 変身が得意なポポちゃん

おいおい、待てよ！
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第122号

頑
張
っ
て
い
る
の
だ
。

　

残
念
な
が
ら
、
天
浜
線
掛
川
駅
は
ビ

ル
の
陰
に
隠
れ
て
い
た
け
ど
、
そ
う
、

掛
川
は
野
球
も
盛
ん
な
と
こ
ろ
だ
っ

け
。

　

そ
う
こ
う
し
て
い
る
内
に
「
屋
外

バ
ー
ド
シ
ョ
ー
を
開
催
し
ま
す
。」
の

ア
ナ
ウ
ン
ス
。

　

い
っ
た
い
ど
こ
か
と
探
す
と
、
屋
外

に
た
く
さ
ん
の
幼
稚
園
児
。
外
は
や
は

り
灼
熱
地
獄
。
こ
こ
で
引
い
て
は
広
報

委
員
の
男
が
す
た
る
。
し
っ
か
り
見
て

お
か
ね
ば
、
と
意
を
決
し
ハ
ク
チ
ョ
ウ

の
池
、
エ
ミ
ュ
ー
の
牧
場
と
見
て
歩
く
。

エ
ミ
ュ
ー
と
触
れ
合
え
る
っ
て
若
者
が

喜
ん
で
い
た
け
ど
、
エ
ミ
ュ
ー
っ
て
小

さ
い
ダ
チ
ョ
ウ
だ
も
ん
。
こ
わ
い
よ
ね
、

頭
も
コ
ン
ド
ル
だ
し
。

　

隣
で
猛
禽
類
を
使
っ
た
バ
ー
ド
シ
ョ
ー

が
始
ま
っ
た
け
ど
、
男
が
す
た
っ
て

早
々
に
エ
ア
コ
ン
の
部
屋
に
舞
い
戻
る
。

あ
ま
り
の
暑
さ
に
花
鳥
園
の
取
材
は
終

了
し
、
掛
川
城
に
向
か
う
。

▼
掛
川
城

　

大
手
門
の
立
体
駐
車
場
を
見
つ
け
、

お
城
ま
で
歩
く
。
下
か
ら
仰
ぎ
見
る
掛

川
城
は
、
実
物
以
上
に
大
き
く
見
え
る
。

青
く
広
が
る
空
に
映
え
て
い
る
。
け
ど

暑
い
！
や
っ
ぱ
り
暑
い
!!

　

正
面
階
段
を
登
り
切
り
、
よ
う
や
く

城
内
に
入
る
。
平
成
6
年
に
再
建
さ
れ

た
お
城
だ
け
ど
、
当
時
、
新
築
の
香
り

の
し
た
柱
等
が
、
今
で
は
い
い
雰
囲
気

を
出
し
て
い
る
。
も
う
二
、三
十
年
た

て
ば
、
松
本
城
の
よ
う
な
風
格
を
身
に

付
け
れ
そ
う
だ
。

　

天
守
閣
か
ら
見
る
掛
川
市
内
は
に
ぎ

や
か
く
、
や
け
に
に
ぎ
や
か
だ
と
思
っ

た
ら
、
す
ぐ
隣
の
掛
川
西
高
で
野
球
の

猛
練
習
中
。
今
現
在
、
夏
の
県
内
ベ
ス

ト
8
に
入
っ
て
お
り
、
甲
子
園
め
ざ
し

お前もかい！

エミューと若者バードショー

下から仰ぎ見る掛川城

天守閣からの掛川市内嫁の服…ではない
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平
成
30
年
４
月
に
静
岡
県
袋
井
土
木
事
務
所
工
事
課
か

ら
静
岡
県
浜
松
土
木
事
務
所
天
竜
支
局
工
事
課
に
赴
任
し

ま
し
た
。
天
竜
区
内
の
公
共
土
木
工
事
の
発
注
と
施
工
管

理
を
担
当
し
て
お
り
ま
す
。

　

天
竜
地
区
の
勤
務
は
旧
天
竜
土
木
事
務
所
時
代
も
含
め

て
初
め
て
に
な
り
ま
す
。
幼
い
頃
は
龍
山
の
祖
父
の
と
こ

ろ
へ
よ
く
遊
び
に
行
き
ま
し
た
が
、
管
内
は
広
く
土
地
勘

は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
天
竜
支
局
で
は
砂
防
事

業
を
数
多
く
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
私
は
こ
れ
ま
で
道
路

事
業
を
主
に
経
験
し
て
き
て
お
り
、
砂
防
事
業
を
担
当
す

る
の
は
11
年
振
り
に
な
り
ま
す
。

　

慣
れ
な
い
こ
と
も
多
い
で
す
が
、
地
区
の
皆
様
が
安
全
・

安
心
に
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
土
砂
災
害
や
風
水
害
を
防

止
す
る
施
設
を
少
し
で
も
早
く
整
備
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

浜
松
市
天
竜
区
二
俣
の
町
に
ち
ょ
っ
と
お
洒
落
な
寿
司
屋
さ

ん
が
あ
り
ま
す
。

　

１
９
５
５
年
（
昭
和
30
年
）
創
業
の
『
す
し
豊
』
さ
ん
で
す
。

　

２
代
目
の
大
城
豊
晴
氏
が
２
０
１
２
年
に
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｕ
＠
ス
シ

ト
ヨ
と
し
て
バ
リ
ア
フ
リ
ー
寿
司
会
席
店
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ

れ
ま
し
た
。

　

大
城
さ
ん
は
『
ふ
じ
の
国
食
の
都
づ
く
り
仕
事
人
』
と
し
て

認
定
さ
れ
２
０
１
１
年
に
調
理
業
務
功
労
者
と
し
て
県
知
事
よ

り
表
彰
も
受
け
ま
し
た
。

　

天
竜
原
木
栽
培
の
椎
茸
・
舞
茸
の
他
、
地
元
の
棚
田
で
作
る

お
米
・
遠
州
灘
の
魚
介
類
等
を
使
用
、
地
産
地
消
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

お
す
す
め
は
デ
ィ
ナ
ー
の
寿
司
会
席
で
す
が
ラ
ン
チ
も
侮
れ

ま
せ
ん
。

　

寿
司
会
席
が
メ
イ
ン
の
和
食
懐
石
料
理
・
に
ぎ
り
寿
司
８
カ

ン
１
，
２
０
０
円
・
レ
デ
ィ
ー
ス
美
食
膳
１
，
５
０
０
円
（
男

性
も
Ｏ
Ｋ
）・
ま
ぐ
ろ
カ
ニ
丼
１
，
２
０
０
円
（
人
気
№
１
）・

お
ま
か
せ
昼
膳
１
，
２
０
０
円

　

写
真
は
ラ
ン
チ
の
レ
デ
ィ
ー
ス
美
食
膳
で
す
が
、
な
か
な
か

の
お
味
で
男
性
も
満
足
で
き
る
量
で
す
。

　

昼
の
お
食
事　

11
時
30
分
〜
13
時
30
分

　

夜
の
お
食
事　

18
時
〜
21
時

　

営
業
日
・
営
業
時
間
に
つ
い
て
は
電
話
に
て
確
認
。
予
約
の

上
お
出
か
け
下
さ
い
。（
当
日
可
）

広
報
委
員　

飯
島　

雄
一

◆
す
し
豊
◆

住
所　

浜
松
市
天
竜
区
二
俣
町
本
町
１
５
５
７

電
話　
（
０
５
３
）
９
２
５

－

２
８
４
８

静岡県浜松土木事務所
天竜支局工事課工事班

主査  大石　真吾

か
ん
と
く
さ
ん

か
ん
と
く
さ
ん

レディース美食膳 HARU@スシトヨ
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建設ギャラリー

委託業務名  平成30年度　天竜区道路除草（天竜地区）業務
委託業務箇所  浜松市土木部が管理する道路（天竜区管内）
委　託　者  浜松市長（天竜土木整備事務所）
受　託　者  天竜地区建設事業協同組合

毎年欠かさず行われている「道路除草業務」です。国県道から市道まで、日常生活に使われてい
る道路の維持と、視界の確保のために行われています。
天竜地区建設事業協同組合が浜松市から受託し、組合員がそれぞれ地域を分担しながら年に１～
２回道路除草を行っています。
通行車両には十分注意して施工をしていますので、「除草作業中」の看板をお見かけの際には、
少し車両のスピードを緩めてご通行くださいませ。

最
近
の
キ
ー
ワ
ー
ド

「
マ
ッ
チ
ン
グ
」　　

 

　

建
設
現
場
で
求
め
ら
れ
る
「
ニ
ー
ズ
」

と
民
間
企
業
な
ど
が
持
つ
新
し
い
技
術

や
材
料
、
サ
ー
ビ
ス
の
「
シ
ー
ズ
」
を
結

び
付
け
る
マ
ッ
チ
ン
グ
が
注
目
を
集
め

つ
つ
あ
る
。

　

国
土
交
通
省
な
ど
で
つ
く
る
「
i
―

C
o
n
s
t
r
u
c
t
i
o
n
推
進
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
」
の
技
術
開
発
・
導
入
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
は
、
２
０
１
７
年
度
に
５

件
、
18
年
度
に
11
件
の
新
技
術
マ
ッ
チ
ン

グ
を
成
立
さ
せ
た
。
い
ず
れ
も
直
轄
の
現

場
で
試
行
し
、
新
技
術
の
現
場
実
装
を
後

押
し
す
る
。

　

静
岡
県
も
マ
ッ
チ
ン
グ
に
は
積
極
的

な
姿
勢
を
見
せ
て
い
る
。
17
年
度
に
新
技

術
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
開
き
、
現
場
ニ
ー
ズ

を
解
決
し
得
る
新
技
術
の
活
用
や
企
業

間
連
携
に
よ
る
共
同
開
発
の
糸
口
を
つ

か
み
、
18
年
度
は
現
場
ニ
ー
ズ
を
19
件
抽

出
し
た
上
で
シ
ー
ズ
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ

を
図
る
イ
ベ
ン
ト
を
10
月
25
日
に
開
く

予
定
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
ニ
ー
ズ
、
シ
ー
ズ
を
見
る

と
、
共
通
す
る
キ
ー
ワ
ー
ド
が
い
く
つ
か

浮
か
び
上
が
る
。「
I
T
」「
A
I
」「
３

次
元
」「
探
査
、
調
査
、
計
測
、
分
析
（
解

析
）」「
セ
ン
サ
ー
」「
ク
ラ
ウ
ド
」「
一
元

管
理
」「
効
率
性
」
な
ど
だ
。

　

人
口
と
労
働
力
の
減
少
、
担
い
手
不
足

を
補
う
た
め
の
生
産
性
や
効
率
性
の
向

上
、
省
力
化
は
、
現
場
で
よ
り
一
層
求
め

ら
れ
て
い
く
だ
ろ
う
。
キ
ー
ワ
ー
ド
に
着

目
し
、
従
来
型
を
脱
却
す
る
勇
気
や
新
た

な
技
術
、
手
法
を
取
り
込
ん
で
い
く
視
野

の
広
さ
、柔
軟
な
思
考
を
持
つ
。
ま
ず
は
、

そ
う
し
た
意
識
を
自
ら
に
「
マ
ッ
チ
ン

グ
」
さ
せ
た
い
。

　

8
月
2
日
、
天
竜
区
内
の
小
学
4
〜
6

年
生
と
保
護
者
を
対
象
に
、
協
会
の
公
益

目
的
事
業
で
あ
る
親
子
現
場
見
学
会
を
、

県
管
理
の
若
い
ダ
ム
「
太
田
川
ダ
ム
」
で

開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
40
名
が
参
加
、
普
段
は
入
る
こ

と
が
で
き
な
い
ダ
ム
内
部
に
入
り
、
県
袋

井
土
木
事
務
所
職
員
か
ら
、
太
田
川
ダ
ム

の
仕
組
み
や
役
割
を
学
び
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
普
段
は
入
る
こ
と
が
で
き

な
い
ダ
ム
内
部
に
入
り
、
約
2
0
0
段
の

階
段
（
当
日
の
中
の
気
温
は
約
10
℃
）
を

下
っ
て
ダ
ム
の
最
深
部
や
取
水
・
放
流
設

備
等
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

子
供
た
ち
か
ら
は
、
①
洪
水
を
防
ぐ
た

め
②
飲
み
水
を
貯
め
る
た
め
③
う
る
お
い

の
あ
る
川
に
す
る
た
め
の
ダ
ム
だ
と
分

か
っ
た
と
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

夏
休
み

　

親
子
現
場
見
学
会
を
開
催

太
田
川
ダ
ム
見
学ダムの放流前で記念撮影

完　　　了着　手　前
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我
が
家
に
は
３
人
の
娘
が
い
ま
す
。
長
女　

海み

空そ
ら

（
小

３
）　

次
女　

奏か

音の
ん

（
年
長
）　

三
女　

雪せ

絆な

（
年
少
）
で

す
。

　

娘
の
名
前
を
決
め
た
の
が
私
な
の
で
す
が
、
三
人
に

は
、
私
の
趣
味
や
好
き
な
も
の
を
入
れ
ま
し
た
。
不
思
議

と
長
女
は
青
色
の
も
の
が
好
き
で
自
然
が
大
好
き
で
す
。

次
女
は
ダ
ン
ス
に
は
ま
っ
て
い
て
三
女
は
冬
が
大
好
き

み
た
い
で
す
。
名
前
の
由
来
通
り
個
性
が
そ
れ
ぞ
れ
で
面

白
い
な
あ
と
思
い
ま
す
。

　

個
性
の
ぶ
つ
か
り
合
い
で
、
毎
日
喧
嘩
ば
か
り
で
困

る
こ
と
も
多
い
で
す
が
、
三
人
が
協
力
し
合
っ
て
我
が

家
の
お
手
伝
い
も
し
て
く
れ
る
の
で
助
か
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
ん
に
ち
は
。
気
多
郵
便
局
の
澤
口
厚
美
で
す
。

　

私
は
、
気
多
郵
便
局
に
配
属
に
な
っ
て
２
年
目
に
な
り

ま
す
。
毎
日
、
地
域
の
方
々
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
、
生
ま

れ
育
っ
た
春
野
町
で
働
く
こ
と
が
で
き
感
謝
の
気
持
ち

で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

入
社
１
年
目
の
年
は
日
々
の
業
務
を
覚
え
る
こ
と
に

精
一
杯
で
し
た
し
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
だ
ら
け
で
失
敗
も

多
く
、
た
く
さ
ん
の
方
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。
で
す
が
、
先
輩
、
上
司
の
方
の
丁
寧
な
指
導
や
、

た
く
さ
ん
の
お
客
さ
ま
か
ら
の
「
あ
り
が
と
う
」
と
い

う
言
葉
と
笑
顔
の
お
か
げ
で
、
大
変
な
１
年
を
乗
り
越

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
大
き
く
な
っ
た
ね
！
」「
も
う
働
く
よ
う
に

な
っ
た
の
！
」
な
ど
、
幼
い
頃
か
ら
私
を
見
守
っ
て
き

て
く
だ
さ
っ
た
地
元
の
方
々
も
郵
便
局
を
利
用
し
て
く

だ
さ
っ
て
い
て
、
本
当
に
励
み
に
な
り
ま
し
た
。

　

２
年
目
に
な
っ
た
今
で
も
ま
だ
ま
だ
未
熟
な
郵
便
局

員
で
す
が
、
日
々
の
生
活
に
役
立
つ
情
報
提
供
や
ニ
ー

ズ
に
合
わ
せ
た
提
案
を
し
、
私
を
育
て
て
く
だ
さ
っ
た

地
域
の
方
々
に
恩
返
し
が
で
き
る
よ
う
、
努
力
し
て
い

き
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
来
局
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

My
Familly
My

Familly

株式会社神田組

清水　啓
ひろ

統
のり 気多郵便局

澤口　厚美

海空（後）、奏音（中）、雪絆（前）
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